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● こんなことがしたいが何かいい方法はないか
● すぐに変換器がほしい
● 製品の接続がわからない
● 資料を読んでも内容がわからない
● 納入された製品が動かない

● 定価を知りたい
● 納期を知りたい
● カタログ、資料がほしい
● セミナーに参加したい
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 変換器のことなら何でもお電話ください。すべてのご要望に 

このような 
経験があり 

ホットラインフリーダイヤル
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　信号伝送回路に避雷器

を使用していますが、台

数が多いため性能の

チェックが大変です。使

用中の避雷器について、寿命の到来が容易に分

かるものはありませんか。

　寿命モニタ機能付避雷

器があります。これは寿

命モニタ機能を備えてい

るためチェックが容易で、

一目で交換時期が分かります。たとえば電子機器

専用避雷器（形式：MDPA-24）の場合は、チェック

ボタンを押して表示ランプの点灯状況により寿命

の到来を確認できます。ALM点灯時は、寿命間近

または寿命になります（図1）。寿命モニタ機能付

避雷器の現在のラインアップを表1に示します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【河原】

　ポテンショメータを

使ってインバータ制御に

よるモータの回転速度制

御を行いたいと思います。

しかし、ポテンショメータを動かしたときモータ

の回転が突変しないように、応答を遅らせる必要

があります。ポテンショメータとインバータの間

にどのような機器を置けばよいでしょうか。ちな

みに、インバータ側のポテンショメータ入力検出

には、基準電圧10Vを印加し、ポテンショメータ

による分電圧を測定してポテンショメータの設定

位置を検出する方法をとっています。

　等速応答変換器（形

式：M2CRS）のご使用を

提案します。インバータ

側のポテンショメータの

位置検出方法が基準電圧の分圧によるものである

ため、ポテンショメータとインバータの間に

M2CRSを設置いただければ、任意の応答時間で

信号変化を遅らせることが可能になり、回転速度

の突変を防ぐことができます。応答時間は、設定

トリマを使って約0.5～ 40sの範囲で任意に設定

できます。 　 　　　　　　　　　　　　 【林】

　　　　　製品名、機能など 　形　式
電子機器専用避雷器 MDPA-24（電池内蔵形、寿命モニタ機能付） MDPA-65・・チェックボタン操作で確認
電子機器専用避雷器（寿命モニタ機能付） MDM2A-24
・表示ランプの表示色で確認 MDM2A-65
電源用避雷器（高耐量形、寿命モニタ機能付） MAA-100
・表示ランプの表示色で確認 MAA-200
電源用避雷器（高耐量形、サージ回数表示、 MAAC-100 

 
寿命モニタ機能付） MAAC-200・表示ランプの点灯による確認 
アナログ電話回線用避雷器（寿命モニタ機能付） MDA-TL・表示ランプの表示色で確認 
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インバータ等速応答変換器
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■ 表示ランプ（チェックボタンを押して確認）
・BAT ：緑色LED　・・ALM ：赤色LED

・素子状態判定表

MDPA-24

BAT
表示ランプ

ALM
表示ランプ

チェックボタン

避雷器
ベース部
避雷器

エレメント部

表1　寿命モニタ機能付避雷器のラインアップ

図1
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 お応えできます。クレームについても対応します。

 悩みをかかえた
 ませんか？

そんなときはエム・システム技研の お客様窓口

「ホットラインテレフォンサービス（フリーダイヤル）」を

ご利用ください。お客様の大切なお時間を節約します。    

インターネットホームページ　http：//www.m-system.co.jp/
ホットライン Eメールアドレス　hotline@m-system.co.jp
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　老朽化に伴い、既設の多

重伝送テレメータ装置（符

号品目：50bps）のリプレー

スを計画しています。伝送

する信号は接点信号8点、アナログ信号8点ですが、

これらの現場盤の信号は監視室から約300m離れた

場所に移設する予定です。現在は現場から監視室

まで信号線を直接多芯ケーブルで引き込んでいま

す。このケーブルについては新たに引き直すと費

用がかかるため、通信ケーブル（ツイストペアケー

ブルなど）で接続する方法はないでしょうか。

　システム構築が容易な

多重伝送テレメータ装置

「ジャストフィットテレ

メータ」のご採用を提案

します。この装置は小形多重伝送ユニット（形式：

22LA1）にモデムインタフェース（形式：22LS1）と

50bpsモデム（形式：MOD1）および避雷器を組み合

わせたもので、22LA1と22LS1の間は、多重伝送

方式によるRS-422準拠の通信となり、ツイストペ

アケーブルを用いて500m以内の伝送が可能です。

子局側（現場）のテレメータ盤にはMOD1と22LS1

を設置し、信号取込み現場には22LA1を設置し

て、この間をツイストペアケーブルでつなぐとと

もに、親局（監視室）には対応する機種を設置しま

す。システム構成例を図3に示します。 　【山村】

　4 台のインバータの制

御を、1台のアイソレータ

を使って、直列接続で実

現したいと考えています。

アイソレータへの要求仕様は入出力信号が共に

DC4～20mAであり、出力信号の許容負荷抵抗は

1000Ω（インバータ1台あたり250Ω）です。対応

可能なアイソレータはありますか。

　直流入力変換器（形式：

SVA）の特殊仕様品で対応

できます。形式は SVA-

AZ-□-X（特物No．18342）

になります。SVAは200mAまで出力できる変換

器ですが、ここに挙げた製品では、DC4～20mA

出力（許容負荷抵抗 1000 Ω以下）の特殊仕様に

なっています。なお、標準仕様から変更される点

は次のとおりです。許容負荷抵抗：1000Ω以下、

基準精度：±0.3％、温度係数：±0.03％

／℃、ゼロ調整範囲：－25～6％、スパン

調整範囲：62.5～100％　　　　　【井上】

　

図4
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PCレコーダレコーダの納入実例の納入実例PCレコーダレコーダの納入実例の納入実例PCレコーダレコーダの納入実例の納入実例PCレコーダの納入実例

現場の異常監視モニタとして採用されたPCレコーダ

図1　オーバービュー画面
【（株）エム・システム技研

システム技術部】

No.9

　今回は、工場現場で異常監視モニタ用として採用さ

れたPCレコーダの事例をご紹介します。

　工場現場における記録計の一般的な用途は、温度、

圧力、流量その他のプロセス信号を収集し、記録紙な

どに記録することです。しかし今回は、データ記録が

主目的ではなく、動力設備の異常監視モニタ用として

の需要です。ご採用いただいた工場では、従来は動力

設備の異常監視は、中央にあるDCSで集中監視されて

いました。この既設DCSのモニタ画面は、アナログ8

点までしか表示できないため、100点を超える信号を

監視する必要がある場合（たとえば異常発生時には）、

画面切り替えを行い、監視したい対象があるページに

移動する必要がありました。

　今回ご採用いただいたPCレコーダソフト（MSR128-

V4）は、汎用のチャート記録計を強く意識した画面構

成になっています。それだけでなく、記録画面以外に

もチャート記録計では実現することができない、パソ

コンレコーダならではの機能をいくつか装備していま

す。

　その中の一つにオーバービュー画面（図1）がありま

す。オーバービュー画面では、PCレコーダで収集可

能な最大128点の入力信号を1画面で表示することが

できます。各チャネルにはペン設定の項目が設けられ

ていて、それぞれに警報設定値を4点まで設定するこ

とができ、異常発生時のバーグラフの表示色をそれぞ

れ指定することができます。この色分けをすべてのペ

ンについて統一しておくことにより、オーバービュー

画面によって128点の異常状況を一目で認識すること

ができます。

　また、発生した警報は、タイムスタンプ付きでア

ラーム履歴画面（図2）に保存されていますから、この

画面の過去データを参照することにより、異常発生時

の状態解析を容易に行うことがで

きます。

　このようにオーバービュー画

面、アラーム履歴画面と組み合わ

せてご使用いただければ、記録用

としてだけでなく現場での異常監

視モニタの目的でPCレコーダを

ご利用いただけます。　　　　■

上上限上上限

上限上限

下限下限

下下限下下限

上上限

上限

下限

下下限

4段階に色が変わるため
警報発生と、そのレベル
が一目で判ります。

図2　アラーム履歴画面



12 MS TODAY　2006年2月号

－ データロガーに見る工業用コンピュータの歩みデータロガーに見る工業用コンピュータの歩み －－ データロガーに見る工業用コンピュータの歩み －

第2回

パソコン計装の台頭

　今回は'90年代に目を転じて、当時

のデータロガーを中心としたデジタ

ル技術について振り返ってみます。

'90 年代におけるデジタル技術のト

ピックとして、工業計測、制御分野へ

のパソコンの進出が挙げられます。

これまで、プロセス・コンピュータや

DCS（分散型制御システム）の独壇場で

あったこの分野にもパソコンが使わ

れるようになり、やがて本格的な実

用化が始まりました。その風潮は「パ

ソコン計装ブーム」とも呼ばれ、設備

費の高いプロセス・コンピュータや

DCSに対するアンチテーゼとして注

目を集めたものでした。その背景に

はパソコンの著しい進化－高性能化、

高信頼化、低価格化－がありました。

パソコンの進化

　世界初のパソコンは、1976年に発

売されたAppleⅠだと言われていま

す。1979年には日本でもNECからPC-

8001が発売され、一部のマニアを中

核としたパソコンブームが到来しま

した。しかし、この当時のパソコン

は、8ビットのCPUで構成されてい

て、ホビーユースではともかく、業務

で使うためには性能的にも信頼性の

面でも不足していると考えられてい

ました。パソコンが業務用に使える

レベルに達したのは、16 ビットの

CPUが搭載されるようになってから

と言えます。16ビットのCPUは、1978

年に米国のインテル社から初めて発

売されました。翌年にはモトローラ

社も続き、これらの16ビットCPUを

搭載した高性能なパソコンが '80 年

代初頭から次々と登場しました。さ

らに、1985年にはインテル社から32

ビットのCPUが発売開始され、パソ

コンの性能を飛躍的に向上させるこ

とが可能になりました。'90年代に入

るとパソコンのOS（オペレーティン

グ・システム）としてマイクロソフト

社が開発したWindows3.1が登場して

ユーザー・インタフェースに画期的

な変革をもたらし、それを契機とし

てパソコンの爆発的な普及が始まり

ました。その後もパソコンは、日進

月歩の進化をとげて現在にいたるわ

けですが、その間の様子（パソコン性

能の推移）を端的に表したグラフを

図1に示します。

パソコン計装におけるデータロガー

　'90年代、パソコンが工業計測、制

御に導入され始めた当初の用途は、

データロガーが中心でした。その理

由として、いかにパソコンが高性能

化したとはいえ、重要なプラントの

制御に直接的に関わるような使い方

をするのには、信頼性の点で不安が

あったことも事実でしょう。また当

時、パソコンの業務用途としてはオ

フィス（事務）向けが先行していまし

たから、表計算ソフトなどのパッ

ケージソフトが比較的安価に市場で

流通しており、それらを応用して

データロガーのソフトウェアを構築

しやすかったことも理由の一つで

しょう。

　図2に当時（'90年代半ば）のパソコ

ンを使用したデータロガーの代表的

な構成を示します。パソコンは当時

の最高クラスの性能であり、HMI

（Human Machine Interface）を兼ねた

データロガーのパッケージソフトと

して、エム・システム技研で開発した

監視操作ソフト（形式：SFD）を搭載

しています。SFDのOSとしては、当

時、Windows3.1では工業用のOSと

して 24 時間の連続稼働に耐えない

という判断により、IBMのOS／2を

採用しています。また、データ収集

用の入力装置には、当時、パソコン
こう し

計装用のコンポーネント機器の嚆矢

として登場したMsysNet機器を使

用しています。本システムのトータ

ル価格は16,000,000円注）です　　■

図1　パソコン性能の進歩

図2　データロガー構成例

注）PC本体、モニタ、プリンタを各1台で
計35万円として含みます。データロガー
の機能としては、日報、月報の作成だけ
であり、年報作成機能は含まれていませ
ん。

【（株）エム・システム技研 システム技術部】
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豆 熱電対用補償導線と現場設置形2線式変換器
補償導線とは

　熱電対と、その出力を信号変換するカップル変換器を接
続する導線に銅線を使用した場合、熱電対と銅線の接続点
（補償接点：図1のB点）と銅線とカップル変換器の接続点
（基準接点：図1のC点）に温度差があると、測定温度に誤
差が生じます。つまり、図1において、熱電対は、A点と
B点の温度により熱起電力を発生します。そして、カップ
ル変換器はC点の温度を測定して冷接点補償注1）をしま
す。ここで、B点とC点の温度
が異なり、その間の接続に銅線
を使用した場合、B点とC点の
温度差分が誤差になります。
　この両接続点の温度差によ
る測定誤差をなくすために、熱電対とカップル変換器を直
接接続する方法が考えられますが、熱電対をカップル変換
器まで延長して接続すると、次のような問題が発生します。
　（1）熱電対の素線が細いため扱いにくく切れやすい
　（2）単線で硬いため接続が難しい
　（3）一般の銅線に比べて大幅なコスト高
　この問題に対応するため、一般に「（熱電対用）補償導
線」注2）と呼ばれている熱電対とほぼ同一の熱起電力特性
をもつ導線を上記の延長接続線として使用します。
　補償導線で配線すると、通常の導線のように手軽に接続
できます。しかし、熱電対と同様にプラスとマイナスの極
性がある点や補償接点温度には注意する必要があります。
補償接点の温度が補償導線の仕様から外れたり、極性を間
違えて接続すると正しい温度測定ができません（表1に種類
と色別、表2に極性の色別を示します）。

補償導線の欠点
　熱電対とほぼ同一の熱起電力特性をもつことを最優先 【（株）エム・システム技研　開発部】

に材料が選定されている
ため、たとえばK熱電対
用の公称断面積1.25mm2

の補償導線の場合、1m
の往復当たり約1Ωと電
気抵抗は非常に高くなります。
　したがって、温度測定点から計器室までの距離が長くな
ると配線抵抗が大きくなり、熱電対断線検出用のバーンア
ウト電流に起因する測定誤差が増えます。大規模プラント
では、公称断面積が大きい補償導線を使うことによって長
距離伝送に対応しているのが現状です。

現場設置形2線式変換器の提案
　エム・システム技研では保護管のヘッド
（端子箱）内に取り付けられるヘッドマウント
形2線式温度変換器（26・UNITシリーズ、27・
UNITシリーズ（図2））注3）を提供しています。
　2線式変換器の場合、電源と出力信号の配
線が共通なので変換器・受信計器間の配線
数は熱電対からの配線数と同じ2本です。ま
た、変換器の設置場所で冷接点補償が行われているため、
出力配線の導線素材には通常の銅線を使用できます。な
お出力信号は、熱電対のような微弱なmVの信号ではな
く、ノイズに強いDC4～20mA信号であるため、高い精
度で非常に安定した長距離伝送が可能です。　　　　■

注1）『エムエスツデー』誌2004年4月号の「計装豆知識」参照。
注2）熱電対用補償導線（JIS C 1610 参照）とは、「常温を含む相当

な温度範囲内で、組み合わせて使用する熱電対とほぼ同一
の熱起電力特性をもち、熱電対と基準接点の間を接続し、熱
電対との接続部分（補償接点）と基準接点との温度差を補償
するために使用する一対の導体に絶縁を施したもの」です。

注3）各機器の詳細仕様については、エム・システム技研ホーム
ページhttp://www.m-system.co.jp/の「データライブラリ」を
ご参照ください。

図1

＊1）補償導線の種類の記号は、組み合わせて使用する熱電対の種類と心線の構成材料によって表し、エクステンション形心線の記号はX、コンペンセーション形心線の記号はCとする。
　　  なお、コンペンセーション形心線の記号は、構成材料によってCA、CB及びCCに区分する。
＊2）色名はJIS Z 8102に規定する基本色名及びその修飾語による。括弧は、その慣用名である。　＊3）区分2は、将来廃止する。　

JIS C 1610-1995より

 種類 　　＊1）  表面被覆の色別＊2） 旧規格

組み合わせて使用する 心線の構成材料  記号 旧記号 
区分1 区分2＊3）

 （参考）
熱電対の種類  ＋側心線 －側心線  （参考）   
B 銅 銅 BC BX 灰 灰 灰

R
 銅 銅及びニッケルを主とした合金 RCA RX 黄赤 黒 黒
  銅 銅及びニッケルを主とした合金 RCB  （だいだい）  

S
 銅 銅及びニッケルを主とした合金 SCA SX 黄赤 黒 黒
  銅 銅及びニッケルを主とした合金 SCB  （だいだい）  

N
 ニッケル及びクロムを主とした合金 ニッケル及びシリコンを主とした合金 NX － うすい赤 － －
  銅及びニッケルを主とした合金 銅及びニッケルを主とした合金 NC － （ピンク）  

K

 ニッケル及びクロムを主とした合金 ニッケルを主とした合金 KX KX 

緑 青

 

青  ニッケル及びクロムを主とした合金 ニッケルを主とした合金 KCA －   
  鉄 銅及びニッケルを主とした合金 KCB WX   
  銅 銅及びニッケルを主とした合金 KCC VX   
E ニッケル及びクロムを主とした合金 銅及びニッケルを主とした合金 EX EX 青紫（すみれ色） 紫 紫
J 鉄 銅及びニッケルを主とした合金 JX JX 黒 黄 黄
T 銅 銅及びニッケルを主とした合金 TX TX 暗い黄赤（茶） 暗い黄赤（茶） 茶

表1　種類・記号および表面被覆の色別

表2　極性の色別

図2
27・UNIT
シリーズ

極性
 　　  表面被覆色別区分  旧規格

 区分1 区分2 （参考）

＋側 表1による種類ごと 赤 赤 の表面被覆の色 
－側 白 白 白

JIS C 1610-1995より

B

A

C熱電対

補償導線

カップル
変換器

銅線を使うと
誤差が出る



15Vol. 15　No. 2

眠くならない実習主体の勉強会眠くならない実習主体の勉強会

大阪／東京MKセミナー受講者募集

● ご参加の方には受講者登録票をお送りします。定員には限りがございますので、お早めにお申込みください。● ご参加の方には受講者登録票をお送りします。定員には限りがございますので、お早めにお申込みください。

大阪／東京MKセミナー受講者募集

大阪会場

 （株）エム・システム技研 関西支店
 （大阪市西区江戸堀1-10-2　肥後橋ニッタイビル2F）

   開催時間  9：30～17：00

　お申込み および お問合せ先：
  （株）エム・システム技研  （本社セミナー事務局 担当：井上）
    TEL．06-6659-8200／FAX．06-6659-8510

下記のコースの中から、ご希望のコースを1日単位でお選び
いただけます。
受講料は無料です。お気軽にご参加ください。

受講料無料受講料無料受講料無料

簡単な回路から電流・電
圧・抵抗を測定してオーム
の法則を学習

代表的な計装用信号変換
器の役割と特性をパソコン
の画面を見ながら学習

Webブラウザ対応クライア
ント ／サーバシステム
「SCADALINX」を使って、
HMIパッケージソフトの立ち
上げから画面や構成の説
明と簡単なシステム構築ま
でを学習

温度を制御対象にした実
習教材とパソコンを接続し、
画面に表示される測定値、
出力値の変化を観察しなが
らP・I・D制御動作を学習

オームの法則

 大阪会場（関西支店）日程  東京会場（関東支店）日程

ス キ ャ ダ リ ン ク ス

東京会場

変換器の
アプリケーション

SCADALINX

PID制御の基礎

コース名 内　容

3月29日
（水）

3月30日
（木）

3月28日
（火）

3月8日
（水）

3月9日
（木）

3月15日
（水）

3月16日
（木）

3月14日
（火）

3月1日
（水）

3月2日
（木）

4月19日
（水）

4月20日
（木）

4月18日
（火）

4月5日
（水）

4月6日
（木）

4月26日
（水）

4月27日
（木）

4月25日
（火）

4月12日
（水）

4月13日
（木）

2月22日
（水）

2月23日
（木）

2月21日
（火）

2月8日
（水）

2月9日
（木）

2月15日
（水）

2月16日
（木）

2月14日
（火）

2月1日
（水）

2月2日
（木）

 （株）エム・システム技研 関東支店
 （東京都港区港南2-12-32　サウスポート品川11F）

　開催時間  9：30～17：00

   お申込み および お問合せ先：
  （株）エム・システム技研  （本社セミナー事務局 担当：井上）
    TEL．06-6659-8200／FAX．06-6659-8510

（株）エム・システム技研 関西支店
大阪市西区江戸堀1-10-2（肥後橋ニッタイビル2F）
TEL．06-6446-0040
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肥後橋ニッタイビル2F

  ・・交通案内［近隣に有料駐車場あり］
  ・・地下鉄  四つ橋線  肥後橋駅から徒歩1分
     （　 番、　番出口すぐ）

（株）エム・システム技研 関東支店
東京都港区港南2-12-32（サウスポート品川11F）
TEL．03-5783-0511
  ・・交通案内
　・・JR、京浜急行線「品川」下車、徒歩7分
　・・東京モノレール「天王洲アイル」下車、徒歩12分
　   モノレール天王洲アイル中央口　センタースクエア方面
　   スフィアタワー天王洲 1F へ連絡
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